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震粘土クリーク水田における悶場整備後の水収支について
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Summary 

The study of water budget was carried out in order to obtain the basie data for irrigation 
plan after land readjustment. 

The test field in lower part in Saga plain is a typical heavy clay soil paddy field close 
to ereek. 

The results of the tests are summarized as follows. 

1) The m巴anvalue of the net duty of water was 15.3 mm  in depth per day during the 

irrigation p巴riod.
2) The mean ratio of the net duty of water to evapo幽 transpirationwas 2.47. 

3) The greater part of water losses was due to ho巾 ontalseepage through the border. 

4) It is estimated that more than 90 percent of seepage water returns to ereek. 

1 はし がき

佐裂震粘土クワーク71<[13地帯にふ、いて，現今，営肢の大規模化，労働生渡性の向上を目的とし

て悶場強術事業が活発に行なわれている．これら臨場盤1Ji1'iは，従米，貯水池i>、よび導水路として

重要な役割をはたしてきたクワークの統廃合をともなうものである．したがって閉場整備とカン

ガイ・排水システムの再強制Iiは表誕一体をなすものである．

当研究家にかいては，価:tit;H皇儲苦f・IJ回；｝；、よびそれにともなう水計耐に関する怒礎資料を得ること

を目的として，クリークを含めた臨場の水収支に関する研究に着手した．

まず， i昭和44年度にシいては，摺7.l< ポンプ， f~路などのカンガイ施設の大きさを決定するため

に必要なー土谷7j([13に関する水収支試験を行ない，報告した1>.

昭和45年度なよび46年度には，翻；場整備施工後にふ、ける悶iま全域のカンガ-1131＇＊計簡を対象と

して，比較的広域の水悶（約 8.5ha）について，隣接するクリークも含めた水i訳文試験を行なっ

ている．その給糸， 7j(回浸潜水のうち，クリークに避元される水滋を抱擁することができた．な

か，本報告では，昭事1146！.：ド皮の試験結采を中心に述べることとする．

＊九州大学路学部被if流利水工学研究家

CORE Metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

Provided by Saga University Institutional Repository

https://core.ac.uk/display/59167154?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


32 佐賀大学j災学終報第35.；子（1973)

2 試験地 の概要

試験対象地阪は，佐賀工0-tJl 官官 ill粘土クワーク水！日±fu;:wの；股下流端に属する佐賀県佐賀j出来与~1~

lllJ大授m千J街地である．位i詮~関－1 に示す．

試験対象開場の概形は大訓告長方形であり， その会図1砧は，耕作道路bよびケイハンを合めて

156m × 550m口85800m2 口8.6ha である．試験llllPi!ii の水凶ほ闘の配 l~tは，間…2に示すとかりである．

＊関場内のやうたt511をl縞員 4.00mの耕作道路が東側に返って;b－り，この道路に沿って会長 515.5

mのカンガイ舟埋設管水路が施設されている．またこの道路によって，北半古rfl71<m鮮と，南半部

71< F£I WFの二つに分；持されている．

これらの水沼'it￥＇は，それぞれ他の一辺でクワークに接している．北~11: 昔［l泣く泊併の耕地問樹はケ

イハンを含めて 4.09haであり， 17nr.に分割されている．この内の 1ilf. (0.28ha）は減反休耕を行

なっている．前半fffl 71< F£J I詳の主！？地面積はケイハンを含めて 4.16haであり， lH!f.に分割されてい

る．また，域内のJl!!Jfl施設なよび家屋などの非耕地は除外している．それゆえ，試験問i拐の耕地

而般はケイハンも含めて南北部合計 8.25haであり，そのうち 0.28haは休耕切である．

lllll拐の均司王度は闘fj;｝；接似i工事施工後2年目であり，良好である．ゴ二機はtfffJ武和jt結ごi二で・あり，土

佐は粘ゴ二で・ある．

なな，悶場全域に組設深 40cm，悶i陥 4m4rJ:にモグラ II者援が施工されている. llff渠施工時期は

UT:{;f1J45年度冬期であり，脇工後，半年自の関場である．

E百i坊のi既貌を，凶－3に示す．

仏

外

'l~ 
図司l j試験地区佼i設隠
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比f§tlll延
f'.l,li:.＇.ノ・J<N::・I制J!IJクリーク

こパ…シャ川tみ

l京ト2 誠査j自lえの概形jo・、よびiJIU定flt［授はIC佐tHH』：賀1ttlJll 1J. fY 111r大授倒）

j議ト3 i試験i也の概貌

3 試験の内容

前節で述べたように，試験frl¥li浅はrji！）と部耕作道路により，尚北二併に分割されている．

これら二群の水 rni洋は，それぞれ一辺でクリークに隣接している．このうち， ~I:;互い郎水田併に

接しているタワークでは，クリークへの流入水｛it，クリークからの流出；J<ほの尖測が可能である．

他JI,rt1~1生部水 FE! j~'f に接しているクリークは試験lilll 18.以外の水Illにも接してbり，流出入水！誌の

把慌が技術的にiみ！英mである．

このような限 Ell から，まず，（l）~ヒ＇ I士郎水 IEI併に！到しでは，クリークも含めた水収支試験を行な

っている．これにより，北中部水EElitlからの浸透；ほと，浸透水のうちクリークに内還元される水

泣との関係をllj］らかにすることができた．

さらに，命j七三i生部lll<E£I j洋と 1t1~1生；'Ill水｜上w下との必妥供給水深のキll児を iりj らかにすることを目的と

して， j七三幹部水 m1nr~r休とけ＇i'I＂部水 1Il1洋！：！体の水収支試験をそれぞれ独；伐に行なった．

（のまた，試験対象｜ポ！区全域の水収支試験も行なっている．

これら若手試験の対象IR域を図示すれば，｜羽 4のようになる．

試験は，分ケツj目以降の各生育期について行なっている．
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水日lltf<の水Jj't主i又域
〔ご］制定lilllf完全校の水J!Xx以上t

［：コ；！t'i'＇部制 Jill；、 iWl'0告11/)(llll作それぞれの本Ii:Olx以 Vi 叶~N

除1-4 試験対象15{成総式l型i

4 水収支式

4・1 クリークの水収支式

クリークの水収支式は（ 1）式のようになる. ( 1）式を説明するための模式閑を凶－5に示す．

QinK +QinE十QinF-QoutK-QoutP 
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ここで

QinK; 赤瀬川水路からクリークへのおIf人最（ma/day).

QinE; 東側クリーク（他流域）からの流入泣（ma/day).

Qin!'; 水間からクリークへの地表flii流入：I'll(ma/day). 

QinK; 当該クリークから南側クリーク（他流域）への流出世（ma/day).

QnuLP; 当該クリークから水FE!への揚水没（m3/day).

Ev·A~ ； 当該クワークからの蒸発泣（m3/day）.ただし， Ev は蒸発佼， Ai，はクワークの蒸発

rmである．

I・Af,; 当該クリークへの降水111(m3/day）.ただし， Iは降水位， A｛， はクリークの降水而である．

’Llh' 
ム－L1t・AK；クリークのJt）＇留m変化法（m3/day).

Re；水悶からクリークへの浸透水還元治（m3/day）である．

(1）式にふ、いて， R。以外の況は，実社！日可能であり， Roが未知Iiltである．

4・2 北半部水悶群の水収支式

北半昔117J<El:l1作に泌する；J<収支式は（ 2）式のようになる. ( 2）式を説明するための模式図を

関－5に示す．

.XQjr .XQO「 2EtaiN -.XI aiN +2-1~ ・aiN+PcrN ＼
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生l込・ k¥{EB：設粘土クリーク

ここで

};'QlnNi ~~主｜企部各~！Ell< El]ごとの水間流入ほの手fl(m3/day〕．

2QoutNi 北半吉151手水悶ごとのJj(［刀流出；！立の和（m3/day).

2E,•alN; ~間三郎各策7Jく悶ごとの蒸発散lllの和（m3/day）.ただし， E，は蒸発散佼， aJNはj七三I'-

音［5水田の各~Ii: ごとの而'fi'l である．

2I・alN; 北半苦fl各準水田への降水i立の和（m3/day）.ただし， Iは降水位である．

l' Llh Llt・aJN; 北学部各祭水田ごとの紅i斑i貯摺抵変化抵の和（m3/day).

PorN; 北学者！l水田若手からの浸透損失就（m3/day）である．

(2）式にかいて，九州以外の］廷は実測可能なi廷であり， P。印のみが未知抵となる．

北半部水凶1t＇（：.への必要供給水足 WrcNは泊mrからの恭発散主i.EE,•alN と浸透f:ik PorNの平11とし

て与えられる．すなわち

WrcN = 2Er・aiN + P crN ......... (3) 

となる．それゆえ，；It~！培il水印税の平均必袈供給水深 hroN は W酬を北学部水mwtの 7.k泊関税

l'a悶で除して
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jgj-5 クリークを合td~~ド部水EEU詳の水収支絞式~I
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hrcNロ WrcN/2aiN = (2EraiN－トP ......... (4) 

で与えられる．

4•3 潜遜損失離のクリークへの溜冗率

7J<B3の浸透損失五iPorNのうち，クリークに得度， 還元されるjまR。の比率，すなわち浸透水

のクワーク還元率Kは（5）式で表わされる．

K=Rc/PcrN .... (5) 

ここで， R.i>＇よび民間はそれぞれ，（ 1),(2）式によって求められる抵である. ( 5）式によ

り，浸透水のクワーク還元率 Kを切らかにすることが，本試験の主裂な自的である．

4・4 南士幹部水筒群の水収支式

:Iじさい官官水間lt'fと南半部水B31洋とは，日限条件の違いにより，ケイハンの乾燥状態がかなり；廷でど

っている．それゆえ，ケイハンをとbしての横浸透も；It~存在日水！別立と rtJ~1~郎水凶鮮とではかなり

兵なっていると考えられる．これを切らかにするために，北半部とは別仰に，前半部水！日群に関

して水収支式を作り，それらの相災の比絞検討をみる．

rtr~ド部7J< 関税に関する 7J<収支式は（6）式のようになる. ( 6）式を説明するための模式閣を関－6

に示す．

2Qins-2QoutS 
Jh 

2E,.ais -2I・ais十2－一・ais－トPers
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ここで

l'Q1ns; 南半部各筆水悶ごとの水i刀流入滋の和（m3/day). 

l'Qou凶； 南半音fl各準水間ごとの水間流出哉の和（m3/day).

l'E,-a1s; 商学部各怒7J<凶ごとの蒸発t&:f立の羽.J(m3/day）.ただし， E，は港発散位， a1sは尚三i支

部水田の各＊ごとの面積である．

l'l•a1s; F在学部各鍛lkEBへの降水J抵の和（m3/day）.ただし， Iは降水位である．

l' Llh ,... --Lit叫 B;N守二｜二百［l各支E水校｜」との限立nJ昨夜Hil変化法のfll(m3/day). 

Pers; 南半部71<B3 ~Itからの浸透損失致（m3/day）である。

(6）式に沿いて，？凶以外の泣は実測可能な抵であり， Persのみが未知抵となる。

南半部水沼1洋への必要供給水；泣 W四 g は悶函からの蒸発散:ill:l'E,•a1s と浸透抵 Pers の和として
与えられる。すなわち，

Wrcs=2Er・ais十Pers 一・（7)

となる。それゆえ， 南主幹部水 EB1ltの平均必要供給水深 hroS は WroS を南~1王宮11水悶携の水間関積
l'a1sでi徐して

h川口Wrcs/2ais = (2Er・ais十Pers)/2ais .... ・(8) 

で与えられる。

4・5 試験間援金域の水収支

試験問区全域の水収支式は（9）式で之氏される。

2Qin-2Qour=2Et•ai -ZI·a；十 l:~ai 十 Per
Lit 

. . . ・(9) 
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図－6 1荷主幹部7.Kim符の水収支様式悶

2Qin口 2QinN十2QinS

2Qout = 2QoutN十2QoutS

2Ec・ai =2Ec・aiN十2Ec・a;s

2I・a;=2I・aiNFト2I・ais

Ah Ah Ah 
2-a・= Z一一•a·M 十 2-·a.~At i At ；山 At ；~ 

Per=PerN十PerS 
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間IR全域に関する必要供給水：litは
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となる。

(9）式を説明するための様式鴎を図 7に示す。
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図一7 試験問助金城の7]<！収支桜式図

5 ill.I］定項目および方法

5・1 クリ…クの水収支に関する測定工翼民とその方法

クリークに閲する測定項自は， 4・1宣n，クリークの水収支式（ 1）式で説明した各項である。こ

のうち， r1J< EBからクワークへの浸透水還元最 Ro.J は米知f立である。 それゆえ， その他の各羽

のf訟を災測することにより，この未知設 R。を決定しようとするものである。

以下に，突iJ!U~民自とその方法を列挙する。

① 嘉瀬川i水路からクリークへの流入量 QinKのiJ!IJ定についてO

議瀬Jll水路取水口とクリークの流人口のPr'！］は，［皮筏 D=0.35m，長さ 1=28mのヒューム管で述



~l=.!i；＇； ・以111: :m~， 1；ご！二クリーク；j(fJI における｜協同｝惣11111後の水JI）（交について :19 

給されているので，その両it!/,)iii）の水位差を討llJYEL，各社！UY.Ell与刻にかける流！誌を管水路公式で求め

た。さらに， ti形公式により， これらの流況を積算し， 1 I了l 問の 3i1~討質JII ＞クリ一ク流人IIJ:Q;n 

を求めた（低i…8参！！夜） 0 

（和 東側クリークからの流人民 Q；叫は， 1インチ・パーシヤノレ・ブリュームにより各測定時

刻ごとに測定した流！誌を台形公式により積算して求めた Cl努19参！Kn。

⑨ lkmからクリークへの地表而流入hl:Q；げは各ifi＇.水mを5ブロックに統合し，手十ブロック

ごとに設m した l~I 記記録計付の比例取により測定，積算した（間 10 参！！の。

@ ~該クワークから市-OlU クリークへの流 11.\i[J: QoucKは， 3インチ・パーシヤノレ・フリューム

により各測定時刻ごとに測定した流｛訟を台形公式によりも＇ ft;i：して求めた。南北クリークの締切部

分とパーシャノレ・ブリューム設jl'(の状況はiヌト11に示す。

G) ~該クリークから水 11:1 への揚水；tll: Qnu印は，ウオノレトマンill右ft;i：流lぶ出こより測定した0

R 当該クリークからの蒸発lll：は，蒸発1ii:Ev とクリークの蒸発f(ffAf，との T~＇f として求めてい
る。ここで，蒸発位 Evは大烈蒸発似iii・ Clお…12）により測定した0 ;tた，クワークの蒸発而iA{, 

はクリークのirMI7.k 7.k ffii磁を採月iした。

を） 当該クワークへの降7.kfil：は， l'iUitl:iil・による降水位のiJ!IJ定似 Iにクリークの降水ffriMA｛， を

乗じて求めた。

① クリー夕刊2制変化lit2,＇~~lf. AKは，クリークの縦横断iJ!UMにより，水位 貯郎防

線を拙き，当日の水伎に相当するjザfl'.illJ:と前日の7.kfl＇［に相当する Jl'i''\1'/l誌との 7'.1~ として求めた。
水位一一一Jtrt別立1U1線をiまH3に示す。

な ;l~＇ J.k1立は，クリーク内水位燃により測定している。

｜努I8 Y,｛；首長JI！水路からタワークへの取水「l ｜立I-9 .il!-OlU クリークから~；（kタワークへの i/,i人 ·lj}:

Qin1' のiJIUJ.i：月］ノfーシヤノレ・フリューム
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i立ト10 水Illからクリークへの地表泊j/,-{E人JitQin!•' 

iJllJ'iEJH比例以

i事I11 南北タワークのf~1i 切 rm と Qou!IC iJllJ淀川

ノfーシャノレ・フワューム

｜主！一12 蒸発付： Evil判定郊大刻蒸発注1・
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5・2 水間域の水収支に関する測定項目とその方法

クリ…クノMi'/:(cm) 
ll(J;f:!l46i!'・ 

水EEilif:にIYJする測定項目は， 4・2宣l'i(2 ）式， 4•4 節（ 6 ）式j~、よび4 ・5節（ 9 ）式で説明した各JJ(で

ある。これらの各演のシンボノレの添字 Nは， j七三，，，)T,i）水III併のそれを示し，添字 Sは，南学部の

それを示す。また，添字のないものは試験lillll:K全域に関するなiを示している。

「水間砕からの浸透損失ほ P°"J は米9Jiiltである。それゆえ，その他の各項の肢を尖測するこ

とにより，この未知lttPorを決定しようとするものである。

以下に，実測項目とその方法を掲げる。

各匁；ごとの水FI:lへの流入泣 Q,..は， カンガイ水111:Illド！ごとにf浄水梢付の 1インチ・パー

シャル・フリュームにより測定し，る日？：した。装般を凶－14に示す。

水！［）（文対象水III1tfへの流入肢は， l二組の）j法で・求めた各ifEごとの流入泣 Q,..の手11.ZQ,..として

表わす。

⑨ 各；fEごとの水！日からの地表流出沿 Qoutは， 11<f:Uを5プロックに統合し， これらブロック

ごとに｜：！記記録計付の比例J艇でiJ!JJ定した。測定装置は関一10に示す。

水収支対象7J<ff:Jj~fからの流出 i辻は， l：記の方法で•·；Jとめた各ブ口ックごとの流出足の手II, ZQQUむ

として表わす。なか， ~t主｜支部水 EH1tf: に i対する .2,'Qou印は QlnF に等しい。

（長） 蒸発散佼 E，は，気象観測による小:11~蒸発計蒸発位に炎－1の生育期ごとの係数を采ずるこ

とによって求めた。表 1の係数は，九州民業試験場にふ、いて，時過純水稲に｜刻して定められたも

のである2）。

表一1 蒸発放水位換算係数

7 J'J 8 月 9 月 10 月

旬 0.79 1.14 1.23 1.21 

旬 1.01 1.11 1.33 

T 旬 1.02 1.20 1.50 
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上記の方法で求めた蒸発散｛立に各祭ごとの水凶附街角を乗じ， これらを水収支対象水問にわ

たり加え合わせることにより， 7J<IEI~砕からの蒸発散泣の総和i 27E,•a1 をミ｜どめた。

（む 水抗iへの降水位はFjijJ立言！ーにより求め，これに~；放水 IB孤立iを采ずることにより，当該水 113

群への降水虫 .El•a，を求めた。

(:;) III ITTI Jf1＇潟j詮変化i¥Hま各1ft7j( Filごとにフックゲージをi＆践し， Jf1＇潟if{iの変化ill:Llh/ Lit を求

必＂ .,.,. " •ct. 1n. Llh め，これに当i古水m の百II弘 ar を釆し，各当を」とのJti'-ffi'hic~化1L( Lit叫を求める。これら－i1fご

,L/h 
との仰を水収支対象水i上l昨j況のbのについて求め，それらの手IIとして貯留m変化抵の和ム ー・Lit 

を求めた。フックゲージを！ヌI15に示す。

@-14 各匁ごとのll<rnへの流入浴 QruiJ!IJJiUHパー
シャノレ・フリューム

i袋一15 水IEJt)'ti'il'il：変化litiJllJ/EJtlフッタゲージ

6 試験 結果

試験は，分ケツJgj' r:j1-=J二し成後，帯主パラミ j関bよび出事il＼開花JPJのそれぞれについて行なった．

試験結果は 3:{{:(f試験の内容 j で述べたように，ぬクリークを含めた~~－、i全部水 IEl?t:f: の水収支，
@・1将来如水[ElJt：（：の水収支J；，＇よび⑨試験 IHI!lぎ~域の水収支のそれぞれについてまとめた．

6•1 クリークを含めた北半部水田群の水収支

クリークの水収支については， 4・l:ffi'jの（1）式によって，各測定Elごとに求める．

Jt'Hffl水！日鮮の水収支については， 4•2 窓口の（2), (3）ふ、よび（4）式によって，各測定日ごとに

求める．

さらに， 7j(！日の浸透損失泣 PcrNのうち，クワークに再度， 還元される泣 Roの比率， すなわ

ち，浸透水のクリーク還元率 K を4・3i布（5）式によって，各mil定Elごとに求める．
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6（明ii)

i京i…17 il!IJ主主fJB j]Uの蒸発散水位i;、よび必！｝；！供給水深（北米部水f:f:I)

試験期間を通じての一覧表を，クリークに関しては窓辺に，これに隣接する；It半部水印税に関

しては表一3にまとめている．浸透水のクリーク還元率 K を，全試験期間を述じて図示すれば，

関－16のようになる．
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関からも f!Jjらかなように，試験JUl11¥Jを通じての還元本 K の平均f樹立96.096である．すなわち，

浸透水のほぼ会i誌がクリークにj立泊されることを示している．

北半部ノrJ<m併にi均し，必要供給水深と蒸発放水位の測定結来を，む！日定期間をjJJjじて，図示すれ

ば， i支1-17のようになる．これによれば，水稲生育期を通じての必喪供給水深の王子均依は 14ふnm/

dayであり， これに対し蒸発散水伎の平均値は， 6.2mm/dayである．必盟供給水深と燕発散水

位とのi2，すなわち 14.3…6.2ぉ 8.lmm/dayは水f:EIからの浸透損失高である．

また，；i七三l'--1荒川く間前にふ、ける必要供給水深と蒸発散水位との比は，期11¥J平均で2.31俄である．

6・2 南半部水間群の水収支

商学部水問者予の水i訳文については， 4・4ili'iの（6)' (7）ふ、よび（8）式によって，各社llJ定日ごとに求

める．試験期間を通じての一覧表を，表…4にまとめている．

市互い音［Ilk関税に！均し，必＊供給水深と蒸発散水伎の測定結果を，測定期間を通じて，開示すれ

ば，岡一18のようになる。これによれば，水稲生宵期を通じての必袈供給水深の平均値は 15.7mm/

dayである．これに対し蒸発散水位の王子均依は 6.2mm/dayである．必要供給水深と蒸発散水位

との走，すなわち 15.7…6.2= 9.5mm/ dayは水聞からの浸透損失i勾である．

をた， i卒］半部水位I1t'I:にかける必要供給水深と蒸発散水位とのiおは期間平均で2.531訟である．

6・3 試験阻堅金域の水収支

試験問i託金城の水収支については， 4・5f!liの（9)' (10）かよび（11）式によって，名古llJ定日ごとに

え！とめる．試験)DJ11\J を通じての一覧表~，表…5 にまとめている．

試験節JI友会域に関し，必袈供給水深と蒸発散水伎の測定結」誌を，測定期間を通じて，顕示すれ

ば，悶…19のようになる．これによれば，水稲生T守j(Jjを通じての必袈供給水深の平均値は 15.3mm/

dayであり，これに対し蒸発散水位の平均値は 6.2mm/dayである．必要供給水深と蒸発散水位

とのZR，すなわち 15.3-6.2おお9.lmm/dayは水悶からの浸透損失高である．

また，試験問託金城にかける必議供給氷深と蒸発散水位との比はJUJl/'iJ3f・均で2.471告である．
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関－19 測定月日別の蒸発i汝ノ•J<.{i'.Clo＇よび必~供給水深（全域水Ill)

7考 察

① 泣遊損失致とそのク 1）ークへの還元本について

浸透水のクリークへの還元本の測定は，北半官官水m1~~ とこれに隣銭するクリークに関して行

なっている．この辺Ft！は水位！ふ、よびクリークともに，流入泣，流出i誌などの水収支試験に必姿な

，それぞれ独自に測定可能だからである（ 3訴を参照のこと）．

試験の紡糸によれば，水田にふ、ける浸透損失i誌のうちの9696が，クリークに再度，還元される

ことがfljjらかとなっTこ．

北~1士郎水 f:fl;ff'(；の水間而ftl は 3.8ha である．このうち， 0.28ha が減反休排している．休緋出には，

カンガ、イをしていない．しかしながら，水田境界の仮ケイハンを巡して，この休緋凶に水が浸透

し，その結果，休総出の一部分の土壌はかなり混ill~ な状態である．それゆえ，水間からの浸透況

のうち，このや！ミ胡：問があるためにクワークに還元されずに，この休耕悶によって蒸9Bii!H~された

水も若干，存在している．

そのような理由から，もし減反休耕がなく，会I併が71<IIl耕作の状識の場合には，上記の還元率

9696という僚は，もう少し増大するものと考えられる．

なか， jじい淘15水mm：のうち， 1＊緋悶の比率は， 0.28ha/3.8ha口 7.496である．

① l'f4~t水関税の蒸発放水位，必要供給水深j，、よび泣透損失iおを測定会期日IJの平均1fl〔について

まとめてみると表ゅのようになる．

各水泊ll'HZ:.b－いて蒸発散水伎の平均値は 6.2mm/dayである．

北学部水悶群の必要供給水深の平均値は 14.3mm/dayであり，蒸発i投iまの2.31倍の水をクリー

クから71<111に揚水する必要がある．

同様に，南半部＊凶鮮の必要供給水深の平均f院は 15.7mm/dayであり，蒸発散i誌の2.53倍の水
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をクリークから71<rnに揚水しなければならない．

北、＇！＇， ~＼il 1k m 'ltY0と市平方fl/)<EL!lif:との11¥Jの必諜供給水深の初災は，浸透損失のin具によって投じた

ものである．すなわち， l'Hll',l'lll水LEI7t'f:の授透凱失は北、＊＇；潟水 III併のそれに止すして1796程j文大きい

怖がf！｝られた．これは，水間ケイハン音IIへの IIj奴条件が~~なるため，ケイハンの乾J史キレツが，

j'(J、ド郎水fil'lt下に；Jo－いて長(i：汗であることに起l&Iすると 7.'5-えられる．

試験問j民全域では，必盟供給水深の王子J制l立は 15.3mm/dayであり，蒸発散肢の2.47｛訟の水を供

給する必要がある．この値は，南北ノI<III 1i予の1[tl/¥Jの｛fl［である．

災－6 蒸発ff)::Jj(fなおよび必！渓供給水深のJlilllll平均（昭和46年栽初期）

ftj ~ド音~ノ1<[ll 1f'f. 協 15<'.c1: 1或
そ》屯 II

蒸発散水位:sp・ゑJ{j[[
6.2 6.2 6.2 mm/day 

必1EJ§供給水深平均111］〔 14.3 15.7 15.3 mm/day 

i:l .it主 欠 rl':j 
8.1 9.5 9.1 mm/day 

必裂供給Jj(j；程：iff.Jミj佼（と
2姐 31 2.53 2.47 蒸発散水位平均｛［（［との比

① "iJljJJ'iの説IYJからも切らかなように，当該自Hじまでは，蒸発散水位の 2.5倍程度の水を71<1Ilに

供給する必要がある．それゆえ，ポンプ，管水路などのカンガイ袈i授の規模は若干の余裕を見込

んで，蒸発散水枕の 3{i'.f続皮の能力を満足する必裂があろう．

カンガイ水としてあ椴Jrlから補給しなければならない水虫は，水収支試験の結果のみから

与えれば，蒸発i投71<fi／：に 111~］する水況に若干の余撚を見込んで 7mm/day 続j交で光分であると考；

えられる．何故ならば，木市出で述べたように浸透損失のうち，クリークに還元されるj立を9696

ほど見込むことができるからである．

しかしながら，災総には，このようなタワーク水！日li!.l’J告では，クリークは間関路としての

独立したポンドではなく， ;j{j：圧に網目状にJ主総し，さらに，者千の水miコウ配もあり流路として

の機能も兼ねているので，還元された水が得度， ;fiJJ日されることなく，さらに低部のクリークに

流通することも考えられる．それゆえ，浸透水のクリークj壁沿ネのみならず，あらたに再利用率

も考慮して水計iilliを立案することが必要であろう．

また，このようを潔rl:Jからー述のカンガイ・システムの支配域が広域化するに従って， .pf.皮革lj

用本は火きくなることが，予怨される．

@ クリークを一つの閉回路として取り扱えるほど，大規模かつ，広範開なカンガイ・システ

ムを確立した場合，還元水の雨皮革ljJfJ率は10096にj収殺するであろう．水利用効壌の観点からは，

この方式が最も望ましい．他方，システムが大J:JH主化，広域化するにしたがって，その工q~，維
持行組に.~する q'(JTJ （立明大してくる． それゆえ， これら何者・のffJタミをJ＆・iぶして， 11三泊なカンガ

ィ・システムの脱税とそのブ＇stl~1i.:磁JI.することが，今後， jはも ill~な課題と考える．
ω 暗渠排水口白ユ；llli‘後の；JくIII浸透Jli:の変化について．

当該地院では， 1~3羽145年度冬期 CllH和4fr'if.1 月～ 3 月）に水III~iTriにn奇探排水工が施工されて

いる. Hi忠良の松類は，会ff材（モグラ） n庁援であり，その施工深は 40cm,I悶 11~~ は 4m である．
これにより，水IE1浸透Jllはかなり哨加している．これを，椛擬施工TllI後の測定結果によって比

較してみると去一7のようになる．
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すなわち，施工後（昭和46年度作付期）には，施工jiff（昭和45年度作付加）の測定結:tf~3）に比

べて，浸透；ほが 3.5mm/day～3.6mm/day WI力IIしている．これはIllJ誕の効栄によるものと考える

ことができる．

:};;. 7 i消泌総；l二1l1i後のもn創立変化 CJVJI/百平均）

:It司生部）l](f:l]j洋

llfi和461,fI支作付JVJ 8.lmm/day 9.5 9.1 

昭和451r]oJJtf1：付JU] 4.6mm/day 6.0 5.5 

主主 3. 5mm/ clay 3.5 3.6 

摘

:ill*11i :J二クリーク 7.1<IDにかける，［rlll場g笠宮＇ill計Jilli:!:.'J；び水計約iに関する法｛総資料~｛！1・るのをご［］的と

して，クリークを合めた子ffililll拐の水収支試験を行なった．試験対象llllJIXの而取は 8.6haである．

水稲；除府知j にふ、ける l制限への必~：供給水深は 15ふnm/day であり，蒸発散泣の2.17倍となった．

また設i霊損失i誌のうち9696がクリークに還泊されることが19］らかとなった．他）1・，還元された；）く

が，さらに低位郊のクリークに流通する現象が認められる．それゆえ水，；1・w国立案にi怒しては，還

元本だけでなく，再利用本を＇；，~成することが必裂となる．また，干IJjfijJH ？；容はカンガイブi式の広域

化かよび調整池の設況により i勾kさせることが可能である．

本研究は，農林省言［・j間基準作成品踏まをの－－nitとして行なったものであり，現地試験を行なうに！探

しては｝災体省九州政政局計j頭部技術課ならびに佐賀県土地改良第一~の御協力を得た．記して謝

意を表する．
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